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【支援の背景・開発の経緯】 

株式会社エヌエルシーでは既存の温泉井戸のパイプ内に耐腐食性の高いファイバーグラス（GFRP：

ガラス繊維強化プラスチック）管（図 1）を挿入し、新たな温泉管として使用するシステム（図 2）

を提供しています。この際、挿入するファイバーグラス管の材質変更に伴い強度評価が必要になっ

たため、その評価方法についての相談がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【支援内容・実用化】 
  ファイバーグラス管の強度評価については、金属パイプ管の材料評価で一般に用いられる試験片形

状（ダンベル形状）により事前検討を行ったところ、パイプ曲面をつかむ際に長手方向に割れが進展

して試験が正確に実施できませんでした。 

そこで、ファイバーグラス管の曲面を掴むための金属治具を提案しました（図 3-1、2）。パイプ曲面

に沿った形状の治具で挟みこみファイバーグラス管のダンベル試験片を固定することにより、試験機

の平面チャッキングで掴み、引張試験を行うことが可能となりました（図 4）。 

さらに、実際の使用環境に近い状態での評価を行うため、温泉を模擬した熱水に長期間浸漬させた

ファイバーグラスについても引張試験を行い、実用化の参考となる強度データを取得しました。 
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ファイバーグラス管
を既存の温泉井戸へ
挿入して新たな温泉
管として使用 

図３-１ ファイバーグラス強度評価用試験片 図４ 引張試験による強度評価 
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〈事前検討での課題〉 

図３-２ 

図２ ファイバーグラス管（使用時） 

図１ ファイバーグラス管 既存の温泉管 

（企業が製作） 
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